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orelsethey are novices (saamaneenorneen)･ A priestisaban♪hachitwhoisover


























(a) Buaitaam♪rabheeni:temporary renunciation oftheworld inaccordance
withcustoms･ Thisusuallytakesplaceattherequestofparents･ Ordinationofthis
sortoccursmostlvduring thethree-monthralnySeaSOn･ A sub-caseisbuatnaasoヵ,
tojointleSangha"infrontorthecorpse"･ A sonorgrandson retreatsforthreeto
tendaysduringrthefuneralofhisparentsorgrandparents,soastogalnmeritfor
tlュem.






tropolitan area and the fourteen pro†-incesofsouthern Thailand･ Theformerarea













ern Thailand,thehighestpercentageofmalesin the Sanghaoccursbeforeage20,
thatis,durlngtheyearsofthenovitiate･ ButinCentralThailand･tleProportionof
clergy-menamongmalespeaksinthe20-24､-eal･agegroup,i･e･amongprleStS･A｡otl-er
peculiarity emergesin thegraph'sreglOnalGun-esforo一dmen･ Largerparts,ftle






two diferentagegroups (15-19and20-24)may becompared asbetweendiferent
regions. LetP15-19/P20-24rePreSentthiskindofratio･ Thailand'sprovincescanbe
dividedintocategoriesinaccordancewiththevalueoftlisratiowhichoccursinthem･










ring in them are exhibited on Map2･ Themapclearlyindicatesthatmoreofthe
elderlymenjOlnthe Sanghain reglOnSnearBangkok tlan elsew1-ere･ Infact･theノ
percentageincreasesrathersteadilyasafunctionofaccessibilitytoBangkok-Thonburi･
Sothatthecategoriesofprovincesgeneratedbythisindexaredistributedmoreorless
concentricaly around tlemetropolitan area･ TheriseintlisindexalongNortheast




































･､-orld･ Inmostnations,､､-ith the notableexceptionofJapan,suicidestatisticsexhibit





areseparated much lesstlはn in the worldatlarge;therateforThaimenismucl






















派のマ-ーニカイ (Mahaanikai)と,少数派ではあるが,王室 との特殊な関係 と,厳格な持戒
とによって,大きな社会的威信をもつタマユッ トニカイ (Thammayutnikai)のふたつの ｢ニ
カイ｣に分かたれる｡ 両 ｢ニカイ｣の区別は,教義上のものではなく,もっぱら俵軌作法上の
わずかな差異によるものであって 厳密には 宗派の別 とは 言いがたい. dejureには, ともに
｢タイ国サンガ｣(KhanasongThai)に属する｡ 在家信者についてみるかぎり,ニカイ-の帰
属意識は希薄であって, たんに 仏教徒である (napthGaphutthasaatsanaa) という意識をも
つにすぎない｡
サンガの成員は, ｢出家者｣(banphachit)と呼ばれ,プラ(phra)またはピック (phikkhu)
と,サ-マネーソ (Samaneen)またはネーソ (neen)に区別される｡ 前者は満20才以上の男
千,後者は満20才未満の男子であって,それぞれサンガ-の加入手続およびサンガ内における
権利義務の態様を異にする｡ なおタイ国には,女子の出家老は存在 しない｡2)
もともと ｢出家｣ とは,修行のため,生活の本拠である ｢家より出て,家なき状態において
遊行する (MajjhimaNikaya,ⅠII-33)｣ ことであったが,サンガ成立後は, ｢出家｣はその意
義を転じて,サンガへの入団を意味するようになった｡20世紀に入って,国民教育が開始され
る以前のタイ国においては,サンガは男子の組織的教育機関として重要な役割を担っていた,
男児は,まずデック ･ワッ ト (dekwat) として寺に起居 し,プラに仕えるかたわら,読み書
きの手ほどきを受けた｡ある者は出家 してネーソとなり,またある者はさらに進んでプラとな
った｡ こうした伝統的社会慣習は,今 日も"buatrian"(出家 して学ぶ) という成句の中にの










2) 剃髪して白衣をまとい,寺院の周辺に起居する女子修行で maechiもしくは nangchiと呼ばれ
る一群の人々がいるが,これは在家者の特殊形態とみなされ,法律上は出家者として取り扱われていない｡














意志にまかされている｡サンガか ら一般社会への復帰には,背教ない し堕落 という心理的圧力






づいて, もっぱら通過儀礼 として行なわれる出家で, ｢雨安居｣の3カ月に行なわれることが
もっとも一般的である｡ この型に属する出家の特殊例 として,｢霊前出家｣(buatnaasop)が
ある｡ これは,他界 した祖父母,父母等の霊を弔うため,葬儀 と時を同じくして3日ない し10
日間行なわれる出家である｡5)
｢老齢者の出家｣ とは,社会的活動か ら引退する年齢に達 した老人が,｢心の安 らぎを得る｣
(rapkhwaam sangop)ために出家する場合を指す06)
本稿は,1960年に実施 された人 口センサスを用いて,タイ国における出家の実態 と,その地
域的特徴を 明らかに し, その原因を 解明することを目的 として 執筆される｡7)全国 71県中,
(a)バ ン コ ク ･トソブリ首都圏,および (b)南 タイ14県は考察の対象から除外 したへ前者
については,例外的に都市化が進み,かつ多数の華僑を擁 した地域であること,後者について
紘,米作, 畑作中心の農業地帯である中央部, 東北部および北部 タイとは 異なった 生業形態
(ゴム,スズ)を有する地域であること,およびイスラムの影響を強 く受けていることなどが
その理由である｡
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14 SuphanBuri 2･1 1･3 7･11･20･90･9 1･00･81･31･92･9
Kanchanaburi 2.4 0.9 3.51.30.70.70.70.61,01.72.2
15
SamutSakl10m 1.8 1.9 5.2
Ratchaburi 2.2 1.4 5.9
Phetchaburi 1.9 1.8 6.9
SamutSongklram 1.0 1.7 3.5
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分 し,おのおのに該当する県名を示す とTable2のようになる｡中部タイを中心 とする諸県に
おける P15_19/P2｡_24 の値はおおむね低 く, 北 タイの諸県における値はきわめて高い｡ 東北タ
イを中心 とする諸県のイソデックス値は,前 2者の中間を示している｡これらの状況を簡略化
して地図上に示すとMaplのようになり,地域的特性の存在を明瞭に読みとることができる｡
老齢者の出家行動 における地域差 にかんしては,50才以上の 男子における出家者の 割 合
(P5｡_)を相互比較のためのインデックスとして用いることが適当であろう｡P50_の値を0.5%














































































































































い社会的評価を受けているという事実に 関連 していると考えられる｡ Kingshillは, 調査村
KtlDaeng村における若年者の出家行動が,buatrian型であって,慣習順応型の短期出家者
がほとんど存在 しない事実を指摘した後,大部分･のネーソが,満20才に達するか,それ以前に












すことは,ネーソからプラ-と接続 し,より多 くの戒を守 り,より高度の知識を修得すること
に対する社会的期待を反映するものであろうO Klausnerは,東北タイの農民にとって,出家
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と,および老齢者が ｢心の安 らぎを得る｣ ために出家することは, 老齢者においては, 出家





14) 加藤清 ･笠原嘉 1967.｢日タイ比較精神医学概観｣ 『東南アジア研究』第 5巻第 3号,pp.109f.
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